
お風呂は薪燃料で沸かしていた。思い出深い。斧を
振り下ろすたびに、どこが悪いのか？木の特性や形状
をつかみ、どこへ斧の刃を振り下ろせばいいか、判断
し、決断する。単純であればあるほど、迷いは生じ、
自分を狂わせる。しかし、経験はいずれ生きてくる。
なぜかって、身体にしみ込むように頭の中で妄想して
いるから・・・

なんでするのか？最近では、燻る煙が世間では受け
入れられず、街中ではあまりできなくなってしまった。
炭焼きはかつて生活の糧だった。しかし、今は生活

に特に必要のないものとして受け止められているよう
だ。炭や木酢液などの効能ばかりが取り上げられ、炭
焼きの技術は継承されていない。
炭というものを誰が考えたのか、知りたい。すごい

よ。火が、炎が持続するんだ。熱を持っているんだ。
人を暖めてくれるんだ。食事だって作れちゃうんだ。
森からいただいた木で。森とのつながりを証明してく
れていた炭焼き。その技術は残していきたい。そこに
は人の暮らしを支えるエネルギーがあるから。そこに
は人の心を温める不思議な力を秘めているから。
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熱
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。
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中
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窯づくりをしらない。窯はどうやって造るのかをし
りたい。窯作りができる人を知っている。いろいろ聞
いている。情報だけはたくさんある。しかし、頭の中
では理解できていても、実際にやってみないと見えて
こない部分がたくさんある。だから今度、炭焼き窯を
作るんだ。どんな石がいいのか？その土はどこにある
のか？どんなもので球体な形をつくるのか？考えただ
けでもワクワクする。身体にしみ込むまで挑戦を続け
たい。

山から切り倒して下ろしてくる。重い、とにかく重
い、生の木は。でもこの疲れが心地よい。肩に食い込
む木の重み。たまらない。休憩を入れる。吐く息が白
い。木を倒すとき、倒れる瞬間の音。倒れた時、数十
年もの歴史を一瞬にして奪う音、はかなさ、思い。自
らの身体にしみ込ませ、伝えていきたい。身体にしみ
込ませるほど、思いは伝わる.。

山から下ろした薪を斧で割る。炭で使いやすいよう
に用途に応じて形を変化させる。すべてはつながって
いる。無駄な斧さばきなどひとつもない。単純な作業
ではあるが、奥が深い。うまく割ろうと思えば思うほ
ど割れない。小学生の頃からやっているのに。

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部（
大
月
保
健
所
）

伝伝伝伝
　　　　
　　　　
言言言言
　　　　
　　　　
板板板板

（45）6222
宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター
開館時間：午前９時から午後４時まで
休 館 日：月曜日、祝祭日の翌日　　　　

六
月
四
日
か
ら
十
日
は
、
歯
の
衛

生
週
間
で
す
。

口
と
歯
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

虫
歯
や
歯
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病
に
な
り
、
食
べ
物

が
噛
め
な
い
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食
欲
が
な
い
、
と
い

っ
た
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が
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期
間
続
く
と
、
必
要

な
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養
が
取
れ
ず
に「
低
栄
養
」に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
状
態
が

続
く
と
筋
力
や
体
力
が
低
下
し
、
最

悪
の
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合
は
寝
た
き
り
ま
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進
む
怖
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も
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す
。

飲
み
込
ん
だ
唾
液
や
食
べ
物
な
ど

が
、
誤
っ
て
肺
に
入
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
口
の

中
が
不
衛
生
だ
と
口
の
中
の
細
菌
が

肺
で
炎
症
を
起
こ
し
、
肺
炎
を
起
こ

し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
、

肺
炎
は
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
。

日
頃
の
歯
磨
き
と
、
定
期
的
な
歯

科
健
診
を
心
が
け
て
口
と
歯
の
健
康

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
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